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 蛋白質の Lys/ Glu/ Gln の翻訳において、tRNA の wobble 位 U(ウリジン)は、その 2位

と 5 位の炭素に転写後修飾として硫黄原子及びメトキシカルボニルメチル基を持つことでリ

ボソームにおける蛋白質翻訳の効率と正確性に寄与する。これらの転写後修飾の欠失は、環

境ストレスによるこれらの tRNA 転写後修飾の生合成・付加反応の低下によってもたらされ

ると考えられており、酵母ではこの tRNA wobbleU 修飾欠損個体は致死ではないものの生

理機能に様々な障害を生じることをこれまでに見出している。一方、多細胞生物個体におけ

る tRNA wobbleU 修飾の存在意義は明らかにされていない。そこで、光・水・無機元素・

生育温度などの様々な環境ストレスの影響を受けやすい（移動できない）植物における tRNA 

wobbleU 欠損個体の生理機能、及びそれに係る蛋白質翻訳機能の動態変化を明らかにする目

的で、モデル植物であるシロイヌナズナの tRNA wobbleU 修飾欠損株を作出し、葉細胞の

発生•分化の解析を行った。 

 その結果、tRNAwobbleU 修飾の硫黄またはmcm基それぞれの欠損株も同様に生育する

が、特に葉細胞の発生段階に影響が見られ、ロゼッタ葉発生初期の、本葉 1-2 枚目の比較

では特にこれらの欠損株で、野生株に比べて顕著に葉肉細胞間の細胞間隙が広いことを見出

した。一方、表皮細胞は wobbleU 修飾欠損株では野生株より有意に小さく数が多いことを

見出した。 
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